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３．修正理由 

売上高につきましては、自動車機器業界向けが期初予想値近傍に到達し、電子部品

業界向け等の増産が寄与しました。営業利益は増産による増収 並びに生産性向上と原

価低減により良化しました。 
 

経常利益および親会社株主に帰属する四半期純利益につきましては、主に上記為替

差益44百万円の加算によるもので、これにより期初発表業績予想値を上記のとおり修

正することといたしました。 
 
   なお、通期の連結業績予想につきましては、主要各国の金融緩和政策縮小観測や地

政学的懸念等があり、楽観できない不透明な事態や業況の変化も予測されることから、

平成29年８月10日に公表した業績予想数値の修正はいたしておりません。 

 

 

以 上 

 

 

 

 

（注）上記業績予想は、現時点での連結決算集約数値に基づくものです。今後の決算処

理最終精査過程において、実際の業績が記載の予想数値と異なる可能性があります。 


